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Ｐ５９  ３節  平方根の利用 

 

   「円を１つてきとうに書いてみてください。」 

   「これ、直径２０ｃｍの丸太としましょう。」 

   「この直径が対角線となるように正方形を書きましょう。」 

 

 

 

 

 

 

「そうなんです。」

まず、ここにある直角三角形の面積を求めましょう。

三角形の面積の公式は、底辺× 高さ÷ ２

底辺をこことすると１０です。

高さはいくらですか？「１０」

なので

これが４枚ありますから

すると正方形の面積は２００

さぁ「中を美しく」

式は １０× １０÷ ２

２００

５０× ４＝？

＝

ではこの正方形の一辺こそまさに？

１００

＝？ 「５０」

「２００」

× ２＝１０ ２＝１０× １．４１４＝１４．１ｃｍ

「 ２００」
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   Ｐ６０  問題を読んでください。 

             直径５ｃｍの円の中に１円硬貨４枚が入りそうです？ 

 

             ＰＱが 1 番長いです。ここが５ｃｍより長いか、短いか？ 

             このことを調べるといいんです。 

 

             まず、四角形ＡＢＣＤの面積は？ 

             ２×２＝４ 

 

             対角線を引き４等分すると一つ一つの三角形 

             の面積は？  「１」 

 

             そこでさらにこんな線を入れてみましょう。 

             こうやってできる正方形の面積は？ 「８」 

 

 

 

 

問１ 正方形の面積は

だから 一辺の長さは

２０× ２０÷ ２＝２００

８００＝２０ ２＝２０× １．４１４＝２８．２８＝２８．３ｃｍ

２００× ４＝８００
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よってＡＣ＝

中を美しく

ＰＡ，ＣＱともに１なので

ということでＰＱは５よりも「小さい」

なので、この正方形の一辺こそまさに？

８

８＝ ４ × ２

２＋２．８２８＝４．８２８

＝２ ２＝２× １．４１４＝２．８２８

「 ８」


